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はじめに  

 

湧水は、水路や河川の水源であるとともに、その土地特有の植生や生物を育む貴重な生

態系の形成に重要な役割を担っています。また、昔から、生活に不可欠な「水」が湧き出る

場所として地域の憩いの場や信仰の対象になるなど、住民にうるおいや安らぎを与えてきまし

た。 

ところが最近では、水道の普及などにより湧水に対する住民の関心は薄れ、加えて都市化

に伴う涵養域の減少が湧水量の減衰や湧水そのものの消失、あるいは水質の悪化などを引

き起こしています。このように湧水地を取り巻く環境は年々厳しさを増してきています。 

県では、平成３年度に全県域を対象とした調査で 229 地点の湧水を確認し、湧水マッ

プを作成しました。 

平成 15、16年度には、湧水地が豊富な武蔵野台地北部周辺及び櫛引・本庄台地周

辺で住民参加による湧水探索調査を行いました。これらの調査では、これまで一般には知ら

れていなかった新たな湧水地が明らかになった一方で、残念なことに都市化に伴う土地開発

などが原因で枯渇してしまった湧水地も確認されました。 

また、前回調査からちょうど 10年を迎えた平成25、26年度には、武蔵野台地北部に位

置する新河岸川流域に散在する湧水地を対象として、湧水の周辺環境や水量及び水質を

調査し現況把握に努めました。この調査では、どの湧水も表流水と比較すると水質は良好で

あり、流れ込む河川を涵養し、その水質の改善に寄与していることがわかりました。 

湧水地の保全に当たっては、第一に地域のみなさんの理解と協力が不可欠です。そのた

めには疎遠になっている地域のみなさんの関心を身近な湧水に向けることが重要です。 

そこで平成 27 年度は、地域で湧水地や自然環境の保全活動をしている方々を支援す

るかたちで湧水の周辺環境や水質の調査を実施し、住民のみなさんの環境意識の醸成を

図るよう取り組みました。 

この報告書は、平成 27 年度に秩父地域の主な湧水地を対象として調査した結果をまと

めたものです。今後も多くの地域のみなさんと協働して湧水地保全に取り組み、それぞれの地

域に密着して存在する湧水地の復活を目指してまいります。 

 

                       埼玉県環境部参事兼水環境課長  葛西 聡 



目  次 

 

(頁) 

  

１ 調査目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

２ 調査対象地域 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

３ 調査地点 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

４ 調査実施体制 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

５ 調査内容 

（１）調査日 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

（２）調査項目 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

（３）使用器材（現地調査） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

（４）現地調査の手順 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

６ 調査結果及び考察 

（１）調査地点の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・６ 

（２）湧水量の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

（３）水質の状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

 

＜資料＞ 

  現地調査記録票 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７ 

 



1 
 

１ 調査目的 

良好な水質を保持する湧水は、河川や水路の水源になると同時に、

周囲に貴重な生態系を形成し豊かな自然を育んできた。 

また、地域の人びとにとっては、かつては生活用水の水源である

とともに、うるおいと安らぎを与えてくれる存在でもあった。 

しかしながら現在では、湧水の枯渇や水量の減少、あるいは水質

の悪化など、湧水を取り巻く環境は非常に厳しい状況である。加え

て、水道の普及に伴い湧水を利用していた人びとは疎遠となり、湧

水地の保全を更に難しいものとしている。 

県では平成 15 年にスタートした「ふるさとの川再生基本プラン」

を皮切りに、名実ともに「川の国埼玉」を目指し親しみのある河川

の実現に取り組んでいる。そのような中、河川の水源となる湧水の

保全は不可欠である。 

そこで県では、地域で湧水地や自然環境の保全活動に取り組む住

民団体等を支援し、湧水の周辺環境や水質の調査を実施している。 

本調査は、結果の公表と合わせ、その取組みや湧水地の紹介をす

ることで、県民の環境意識の醸成を図り、湧水地のさらなる保全活

動を推進することを目的とする。 

 

２ 調査対象地域 

  本調査は、県内でも最も自然環境に恵まれている秩父地域を対象 

 に実施した。 

  秩父地域は盆地を形成しており、その中心を荒川が流下する。山 

 間部に降り注いだ雨水は地下に浸透し市街地を経由し荒川に向か 

 って流れていると推定される。市街地にも湧水地が数多く存在し、 

 地下水が豊富な地域である。中でも荒川右岸の市街地に散在する湧 

 水地は、各段丘面のつけ根から湧出しており、水源は主として市街 

 地南面に位置する武甲山にあると思われる。 

  今回の調査地点の一部である「妙見七つ井戸 ※」は同一段丘面か 

 ら湧き出す秩父市宮地地区に現存する湧水であり、秩父妙見信仰の 

 伝承と結び付いている。秩父市は案内板を設置し、顕彰すると共に、 

 近隣住民は生活用水等として活用し親しんでいる。 

  

 ※ 妙見七つ井戸とは、「山下の井戸」、「井之上の井戸」、「子育ての井戸」、 

   「下掘の井戸」、「あらいの井戸」、「みざわの井戸」、「今重の井戸」の総称 

   である。 
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３ 調査地点 

調査地点は秩父環境管理事務所及び埼玉県生態系保護協会秩父

支部の助言を受け、次の 20 地点（表１及び図１）とした。 

 

  

 

皆野町 1 皆野町下日野沢3522 水くぐりの長命水

長瀞町 2 長瀞町岩田735 道光寺の井戸

3 小鹿野町藤倉地内 毘沙門水

4 小鹿野町藤倉地内 ふれあい水

5 小鹿野町三山地内 表毘沙門白石の水

横瀬町 6 横瀬町横瀬地内 生川延命水

7 秩父市荒川日野1466番地先 十二天水

8 秩父市中宮地町 下堀の井戸（妙見七つ井戸）

9 秩父市中宮地町 あらいの井戸（妙見七つ井戸）

10 秩父市上宮地町 みざわの井戸（妙見七つ井戸）

11 秩父市上宮地町 今重の井戸（妙見七つ井戸）

12 秩父市野坂町2丁目12-25 野坂寺の湧水

13 秩父市滝の上町7 柿沢の湧水

14 秩父市阿保町1-11 生協病院裏の湧水

15 秩父市中村3丁目 中近の湧水

16 秩父市下影森 知知夫滝坂の湧水

17 秩父市上影森411 観音延命水

18 秩父市別所 浅賀家の井戸

19 秩父市久那 オクリの湧水

20 秩父市久那 北沢の湧水

秩父市

表１　平成２７年度湧水現況調査　地点一覧

市町名
地点
番号

所在地 名称等

小鹿野町
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４ 調査実施体制  

  埼玉県環境科学国際センター、秩父環境管理事務所、秩父市及び

埼玉県生態系保護協会秩父支部と協働し、水環境課が主体となって

調査を実施した。 

水質分析については環境科学国際センターが担当した。 

 

５ 調査内容 

（１）調査日 

   平成 27 年 9 月 28 日（月） 

   平成 27 年 10 月 8 日（木） 

平成 27 年 11 月 9 日（月） 

平成 27 年 11 月 12 日（木） 

平成 27 年 11 月 17 日（火） 

 

（２）調査項目 

＜現地調査項目＞ 

・所在地情報（ＧＰＳによる緯度経度の計測） 

・湧出地点状況調査（湧水保全の実態） 

 ・湧水量（容器計量法又は電磁流量計による流量測定） 

・気温 

・水温 

・外観（透視度、色） 

・臭気 

・ＯＲＰ（酸化還元電位） 

・ＤＯ（溶存酸素量） 

＜水質分析項目＞ 

・ｐＨ 

・ＥＣ（導電率） 

・濁度（ＮＴＵ） 

・ＴＯＣ（全有機炭素数） 

・陽イオン（ナトリウムイオン、カリウムイオン、カルシウムイオ

ン、マグネシウムイオン） 

・陰イオン（塩化物イオン、硫酸イオン） 

・硝酸態窒素（NO 3-N） 

・亜硝酸態窒素（NO2-N） 

・アンモニア態窒素（NH 4-N） 

・大腸菌数 

・大腸菌群数 

・金属類濃度（鉄、マンガン、アルミニウム、ケイ素、チタン） 

 



5 
 

（３）使用器材（現地調査） 

 ・カメラ 

 ・ＧＰＳ（位置情報の記録） 

 ・計量容器（単位時間あたりの湧水量の計量） 

 ・電磁流量計 

 ・流路の断面積を測定するための器材（メジャー、ものさし） 

 ・温度計 

 ・水温計 

 ・透視度計 

 ・ｐＨ・ＥＣ・ＯＲＰ計 

 ・ＤＯ計 

 ・水質分析用の採水容器（細菌分析用、その他項目分析用の１Ｌポ

リ瓶計２本） 

 

（４）現地調査の手順 

 ① 湧出地点及び周辺状況の調査・記録 

  ・秩父環境管理事務所及び平成 27 年度の湧水地調査の協働団体

である埼玉県生態系保護協会秩父支部の助言を受け、調査地点

を選定した。 

・様式１により調査地点の状況及び採水時における現場測定結果 

 を記録した。 

 

 ア 調査日・時間・天気・地点番号 

  ・調査年月日、現場調査を実施した時間を記録した。 

  ・降雨によって湧水量が変動する可能性があることから、当日 

及び前日の天気を記録した。 

 

 イ 名称・所在地・緯度経度 

  ・所在地は住宅地図に基づいて表記した。 

  ・参考に緯度経度情報についても記録した。 

 

 ウ 周辺の状況・利用状況 

  ・地質については、明瞭に判別できる地点のみ記録した。 

  ・地形については、目視で確認した結果を記録した。 

  ・湧出地点の周囲で観察された植生や動物について記録した。 

  ・その他、周辺の状況について特記すべき事項（湧水の水路や河

川への流入状況、湧水地の状況（池・湿地など）、整備の状態、

周辺の自然度、ごみの散乱程度など）を記録した。 

  ・利用状況については、周辺の状況や地域の住民から聞きとった

利用方法を記録した。 
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 エ 湧水量 

  ・湧水量については目視にて状況を記録し、計測可能な地点にお

いては計量容器又は電磁流量計を用いて測定した。 

  ・湧水量を計測した地点が明確となるよう、計測地点の場所を図

及び写真を用いて記録した。 

  ・計量容器にて計測した地点については、２～３回計量容器にて

計測し、その平均値を記録した。 

  ・電磁流量計にて計測した地点については、水路の幅に応じて１

～５点で流量を計測し、計測した流量と水路の断面積から湧水

量を換算した。 

 

 ② 採水・水質測定 

  ・採水は、可能な限り湧出点付近で行い、採水地点を記録した。 

  ・採水した湧水の外観（透視度、色）、臭気、水温、ＯＲＰ、Ｄ

Ｏを記録した。 

 

６ 調査結果及び考察 

  調査を実施した 20 地点の調査結果を表 2-1、表 2-2 及び表 2-3

に示す。また、湧水地の状況については、資料（現地調査記録票）

のとおりであった。 

（１）調査地点の状況（表 2-1） 

 ア 調査地点区分（表３） 

調査地点は、民家に存在す

る地点が６地点と最も多く、

次いで寺社、山林と続いた。

なお、今回の調査地点はすべ

て民有地であり、地点番号 18

及び 20 の地点は関係者以外

の 立入 が で き ない 場 所で あ

った。 

 

 

 

 

表3　調査地点区分

区分 地点数 割合（％）

公園 0 0
寺社 4 20
民家 6 30
会社 1 5
山林 5 25
河川敷 0 0
その他 4 20

計 20 100
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他
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表
２

－
２

　
平

成
２

７
年

度
　

湧
水

現
況

概
況

調
査

　
水

質
分

析
結

果
（N

o.
1～

10
）

皆
野

町
長

瀞
町

横
瀬

町

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

皆
野

町
下

日
野

沢
35

22
長

瀞
町

岩
田
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5

小
鹿

野
町
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内

小
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野
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内

小
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横
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横
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父
市
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日
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戸
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の

井
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.0
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.5
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.0

16
.8
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.6
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色

透
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透
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明
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色

透
明

無
色

透
明

無
色

透
明

無
色

透
明

無
色

透
明

無
色

透
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色

透
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し

無
し

無
し

無
し

無
し

無
し

無
し

無
し
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し
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３

丁
目

秩
父

市
下

影
森

秩
父

市
上

影
森

41
1

秩
父

市
別

所
秩

父
市

久
那

秩
父

市
久

那

今
重

の
井

戸
　

野
坂

寺
の

湧
水

柿
沢

の
湧

水
生

協
病

院
裏

の
湧

水
中

近
の

湧
水

知
知

夫
滝

坂
の

湧
水

観
音

延
命

水
浅

賀
家

の
井

戸
オ

ク
リ

の
湧

水
北

沢
の
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18
.0

17
.3

14
.5

12
.8

12
.0

12
.5

11
.5

15
.1

17
.5

17
.0

18
.2

13
.7

17
.0

18
.8

16
.0

15
.2

13
.2

14
.3

13
.3

13
.5

>1
00

32
>1

00
>1

00
>1

00
>1

00
>1

00
83

>1
00

>1
00

無
色

透
明

無
色

透
明

無
色

透
明

無
色

透
明

無
色

透
明

無
色

透
明

無
色

透
明

淡
泊

無
色

透
明

無
色

透
明

無
し

無
し

無
し

無
し

無
し

無
し

無
し

無
し

無
し

無
し
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0.
2

0.
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0
0.
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 イ 湧出地点の状況（表４、表５） 

地点番号 1,3～7,12,18～20 の 10 地点は山の斜面に位置してお

り、地点番号 3～5,18 を除く６地点で湧出点を目視できた。これ

ら山の斜面で湧出点を目視できた地点では、地層から湧水が浸み

だしていることが確認できた。 

また、地点番号 2,8～11,13～17 の 10 地点は市街地が広がる河

岸段丘面に位置しており、地点番号 2,11,14 を除く７地点で湧出

点を目視できた。これら市街地で湧出点を目視できた地点では、

保護管が設置されていたり、湧出点の崩壊を防ぐための岩組が施

工されていた。 

地点番号 2,14,18～20 を除く 15 地点では、地面に浸透した雨水

等が岩盤の上部に分布する礫層等の透水層を流れ、礫層が地表に

現れた地点で湧出しているものと考えられる（図 2(a)タイプ）。 

なお、地点番号 2,14,18～20 の５地点は厳密には湧水ではなく

井戸であった。これら井戸の深度は、地表から数メートル（浅い

地点では、地表から数十センチ）であったことから、秩父地域の

地盤は、地下数メートルの範囲内に礫層（透水層）及び岩盤（不

浸透層）が存在することが推定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２ 湧水のタイプ 
（湧水保全・復活ガイドライン（平成 22 年３月 環境省）より抜粋） 

(a) 崖線タイプ (b) 湿地・池タイプ 

表４　湧出地点の状況

地点数 割合(%)
湧出点目視可 13 65
(内訳) 池状・湿地・水路 (0) (0)

井戸 (2) (10)
河川・水路底・護岸 (0) (0)
岩組・石組・擁壁 (3) (15)
地層 (6) (30)
保護管 (１) (5)
不明 (1) (5)

湧出点目視不可 7 35
(内訳) 池状・湿地・水路 (0) (0)

井戸 (3) (15)
河川・水路底・護岸 (0) (0)
岩組・石組・擁壁 (1) (5)
地層 (0) (0)
保護管 (0) (0)
不明 (3) (15)

計 20 100

湧出点の状況
地形 地点数 割合(%)

河岸段丘面 10 50
山の斜面 10 50

計 20 100

表５　湧出地点の地形
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 ウ 湧水の流入河川（表６） 

今 回 の 調 査 地 域 で あ る 秩

父地域は、荒川の集水域であ

る。そのため、調査地点から

流 れる 水 は 支 流等 を 経て 荒

川に流入する。調査地点のう

ち、地点番号 2,8～11,13～17

の 10 地点は河岸段丘面に位

置していることから、ほとん

ど の湧 水 が 道 路側 溝 を通 じ

て直接荒川に流入していた。

一方で、山の斜面の地点（地点番号 1,3～7,12,18～20）の 10 地

点については、山間の集水域である谷筋の支流に流れた後、荒川

に流入しており、その支流の数は６河川であった。 

 

 

 エ 湧水の利用状況（表７） 

利用していない地点は、３

地点（地点番号 13,18,20）の

みであった。この３地点が利

用されていない理由として、

水 道の 整 備 に より 湧 水を 利

用 する 必 要 が なく な った と

考えられる。他の地点につい

ては、山間、市街地を問わず、

雑用水や飲用水、池、水路と

して利用されていた。 

 

 

（２）湧水量の状況（表８） 

測定された湧水量を一定の

範囲で区分した結果を表 ８に

示す。湧水量は地形区分により

明らかに異なる傾向を示した。

湧水量が 100L/分以上であった

地点は、いずれも河岸段丘面の

地点であり、その一方で、山の

斜 面 に 位 置 す る 地 点 は 全 て

100L/分未満であった。このこ

とは、山の斜面に位置する地点

表８　湧出量

湧出量(L/分) 地点数 割合(%)
0-10 2 10
10-20 4 20
20-50 1 5
50-100 3 15
100-200 3 15
200-500 1 5
500- 0 0
測定不可 6 30

計 20 100

※ 水量の目安（出典：東京都水道局）：手洗

　　い等で、水道を一分間流しっぱなしにし
　　た場合の使用量⇒約１２リットル

表６　湧水の流入河川

流入河川 地点数 割合(%)
荒川 9 45
日野沢川 1 5
吉田川 2 10
赤平川 1 5
生川 1 5
芦川 1 5
押堀川 1 5
なし 4 20

計 20 100

表７　湧水の利用状況

利用 地点数 割合(%)
池・水路・滝 7 29
雑用水・水場 10 42
飲用水 2 8
観察・緑地等 0 0
農業 0 0
不明 0 0
その他 2 8
なし 3 13

計 24 100
※ 複数の目的で利用されている地点については、 

 それぞれに計上しています。 
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に比べ、河岸段丘面に位置する地点の方が集水域が大きいことが原

因であると考えられる。 

 

 

（３）水質の状況（表 2-2、表 2-3） 

20 地点のうち９地点（地点番号 7〜11,13,15〜17）については湧

出点またはそのすぐ下流側の地点で採水を行った。８地点（地点番

号 1〜6,12,14）については、湧出点から導水管が設置されていたた

め、配管の出口や蛇口にて採水を行った。３地点（地点番号 18〜20）

では、揚水ポンプにて井戸水を採水した。 

湧水の水質については、地点間で大きな違いは認められず、秩父

地域としてほぼ同一の水質であることが認められた。全体的に、水

質は良好であったが、ふん便汚染を的確に把握できる大腸菌につい

ては、上流に公園や市街地が拡がる地点（地点番号 12,15）で比較

的高く検出され、人為活動の影響が認められた。 

個別の水質項目の結果については次のとおりである。 

 

 

ア 水温（図３） 

 ６地点（地点番号 2,8,9, 

10,11,14）で他の地点に比 

べて水温が高かった。これ 

らの地点の湧水地はいずれ 

も市街地に存在していた。 

秩父地域の帯水層は、浅層 

に位置しており、地表環境 

の影響を受けやすい。その 

ためこれら６地点は、日光の影響 

を受け水温が上昇したものと考えられる。８地点（地点番号 5～7, 

12,17～20）では他の地点に比べて水温が低かった。これら８地点 

は、いずれも地表が森林に覆われており、日光の影響を受けなかっ 

たため他の地点と比べ水温が低下したものと考えられる。 

 

 

イ ｐＨ（図４） 

全ての地点で pH 6～8 の範

囲にあり、浅層地下水で一般

的 に観 測 さ れ うる 範 囲内 で

あった。 

 

図４ 各地点におけるｐＨ 

図３ 各地点における水温 
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ウ 導電率（ＥＣ）（図５） 

導電率は、水の電気伝導

のしやすさを表す値で、地

下 水 に 溶 け て い る イ オ ン

の 量 と 良 い 相 関 関 係 を 持

つことが知られている。 

地点番号 9 及び 14 がその

他 の 地 点 に 比 べ 高 い 傾 向

を示した。この２地点につ

いては、その他の地点に比

べ て カ ル シ ウ ム イ オ ン が

高く、このことが導電率がその他の地点よりも高かった原因とな

ったと考えられる。当該２地点でカルシウムイオンが高かった原

因は定かではないが、石灰岩質を含む地層が存在することも考え

られる。 

 

 

エ 硝酸態窒素（図６） 

硝酸態窒素は、肥料成分

や家畜排泄物等のアンモニ

アが土壌中で酸化されて地

下水に溶出してきたもので

ある。 

調査を実施した全地点で、

硝酸態窒素及び亜硝酸態窒

素の地下水環境基準である

10mg/L を下回った。その一

方で、地形を反映した結果が得られ、河岸段丘面に位置する地点

（地点番号 2,9～11,15,16）では硝酸態窒素が高く、地下水涵養

域である台地上の施肥等の人為活動の影響を受けているものと考

えられる。また、地点番号 12 については河岸段丘面の地点ではな

いが、上流側に公園が整備されていることが、硝酸態窒素が高い

原因と考えられる。 

その一方で、山の斜面の地点では、硝酸態窒素濃度は総じて低

かった。山の斜面に位置する湧水は、もともと硝酸態窒素濃度が

溶出しにくいこと、また、人為活動の影響を受けていないことの

２つの要因が、硝酸態窒素が低かった理由であると考えられる。 

 

 

 

図６ 各地点における硝酸態窒素（ＮＯ３－Ｎ） 

図５ 各地点における導電率（ＥＣ） 
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オ 全有機炭素数（ＴＯＣ）（図７、図８） 

全有機炭素数は、水に含まれる有機物量を示す項目であり、Ｂ

ＯＤやＣＯＤと同様に水の有機汚濁を表す項目である。清澄な水

は 0.5mg/L 以下であり、河川水を水源とする通常処理の水道では

1mg/L 程度含まれることがある。今回の調査では、0.5mg/L 以下の

地点が 11 地点（地点番号 1,3～5,7,10,11,16,17,19,20）であり、

1mg/L 以上の地点が４地点（地点番号 8,13,14,18）であった。こ

のことについて、ＴＯＣ濃度と濁度濃度の関係をグラフにしたと

ころ、図８のようになった。このグラフから、ＴＯＣ濃度と濁度

濃度に相関関係が認められ、ＴＯＣ濃度が高くなった原因として、

分析試料に土壌粒子が混入したことが考えられる。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

カ 大腸菌数・大腸菌群数（図９） 

河川の環境基準項目

である大腸菌群数は、

水中や土壌中でも増殖

できる細菌が含まれる

ことから、従来からふ

ん便性指標として問題

が指摘されており、水

道の水質基準では平成

15 年度に「大腸菌群数」

から「大腸菌数」に基

準が改正された。大腸菌

数は、ヒトや温血動物の

ふん便に多く存在し、ふん便汚染のないところで検出されること

は少ないことから、ふん便汚染を捉える指標として適当とされて

いる。 

今回の調査における大腸菌数は、９地点（地点番号 2～5,7,9,11, 

図９ 各地点における大腸菌数及び大腸菌群数 

図７ 各地点における全有機炭素数（ＴＯＣ） 図８ 濁度と全有機炭素数の関係 
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  16,20）が不検出であり、2MPN/100mL～8MPN/100mL が９地点（地 

点番号 1，6，8,10,13,14,17～19）であったことから、ほとんど

の湧出地点でふん便汚染は認められなかった。大腸菌数が高かっ

た２地点（地点番号 12,15）は、上流側に公園や市街地が広がっ

ていることから、人為的な汚染が懸念された。 

 

 

キ 金属類（鉄、アルミニウム、チタン、マンガン）（図 10～図 12） 

測定したほとんどの地点で、鉄、アルミニウム、チタンの金属

類が検出された。マンガンについては１地点（地点番号 13）でわ

ずかに検出されたが、その他の地点では不検出であった。鉄、ア

ルミニウム及びチタンと濁度の関係性を図 10～12 のとおり整理

した結果、検出された金属類は土壌粒子由来であると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 濁度と鉄濃度の関係 図 11 濁度とアルミニウム濃度の関係 

図 12 濁度とチタン濃度の関係 

濁度と鉄に相関あり 

⇒鉄は土壌粒子由来 

 

濁度とアルミニウムに相関あり 

⇒鉄は土壌粒子由来 

 

濁度とチタンに相関あり 

⇒鉄は土壌粒子由来 
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